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琉球大学教育学部教育実践研究指導センター紀要第３号1995年11月

教材の構造化法を用いた基礎的・基本的内容の明確化

国吉晃＊

(1995年８月31曰受理）

社会の変化に主体的に対応できる力を育てるため，基礎的・基本的内容の指導が重視されている６

しかし，教材内容に対する基礎的・基本的な関連構造の認識が充分ではないため，教育現場には戸惑

いがあり，その指導の定着が課題となっている。県や市町村の教育委員会でも「基礎的・基本的事項

事例集」などを発行し基礎的・基本的内容の定着に努めてはいるもののヮ発行されている事例集は限

られた教科であるため全教科の事例集の発行が待たれる。

本報告は，基礎的・基本的内容の定着を図るため，教材内容の関連を系統的に構造化し，基礎的・

基本的事項の関連を明確にしようとする試みである。

を基にした教材の構造化法や配列法などがある。

教材の構造化とは，教える内容についての概念

構造を図式化し，教材内容の関連を系統的に明

らかにすることである。

(1)教材の配列法と構造化法

１．まえがき

学習指導要領にみる「新しい学力」は

①「自ら学ぶ意欲」

②「社会の変化に対応できる能力」

③「基礎的・基本的な内容」

④「個を生かす」

ととらえられている。この学力を育てるために

基礎的・基本的内容の指導の徹底が示されてい

る。しかし，授業を形づくる教材要素の基礎的

内容と基本的内容の関連について具体的に述べ

ているものは少ないように思われる。

辞書からその訳語をみると，基本とは「物事

がそれに基づいて成り立つような根本」，基礎

とは「それを前提として物事が成り立つような

もとい」と記されている｡注’

この指導内容の基礎的・基本的事項の関連を

明確にするため，教材の構造化法を基礎的・基

本的内容の分析に応用する。

教材の配列法や

構造化法には，広

岡亮蔵「教材構造

入門」，沼野一男

｢授業の設計入門」

｢形成関係図｣，川

喜田二郎「ＫＪ法」

佐藤隆博「ISM構

造学習法」などが

ある。

教材を構造化す

る手順を示すと次

のようになる。
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（クラ：
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Ｕ２肘

全体構造の決定

ISM教材構造化法の手順例

①各単元や題図２．１

材の指導目標やねらいを明確にする。

②指導目標やねらいを達成するための下位

目標を設定する。

２．授業設計における教材の構造化

授業設計の方法には，いろいろな方法や理論

が示され実践されてきた。その中には認知科学
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③下位目標に関わる知識，技能，行動など

を抽出する。

④抽出された教材要素を整理・統合する。

⑤整理した教材要素の前後・上下関係や階

層関係を前提・論理・因果・包含あるいは

主観や経験などで関係付けを行う。

⑥作成した教材要素ダイヤグラムを検討・

修正し，目的とする教材構造チャートに練

り上げる。

図２．１はISM教材構造チャート作成の手順

である。

ＩＳＭ教材構造化法では，直接関係マトリック

スから抽出した各要素の関係をコンピュータに

入力し，処理することでデータが教材構造チャー

トが出力される。

「形成関係図」や「ＫＪ法」はノートやカー

ド（ポストイット）などを用い，抽出した教材

要素を整理・統合して教材構造チャートを完成

させる構造化法である。これら教材の構造化の

特徴は

①頭の中で一度に処理できる情報量は限ら

れているが，その情報処理能力を拡大・補

完できる。

②教科内容の理解・認識について，認知構

造（スキーマ）を作ることを助ける。

③頭の中で観念的にとらえていきたいとき

には気づかなかった要素間の関連を見つけ

だすことができる。

④授業設計に役立つ。

などが挙げられ，教材の各要素の関連を具現

化して視覚的に表示することができる。

(2)教材の分析法

教材の内容を分析し構造化するには，一般に

全体の枠組み（仮設）を設定し，意味を当ては

めながら構造化を図っていくタイプのトップダ

ウン方式（演緯分析）と情報を収集し，それら

データから情報の意味を読みとり構造化してい

くポトムアップ方式（帰納的統合）などがある。

①トップダウン方式による細分化

トップダウン方式による教材内容の分析は，

領域や単元の指導目標を明確にした後，その学

習目標を実

現するため

に関連する

下位目標や

教材要素を

明らかにし

て構造化す

ることであ

る。これは

頭の中で漠

然とした教

材要素の関

連を，外に

書き出し具

衡辺目楓の股定と

細分化

ＴｏｐＤｏｗｎ

図２．２

現化することで教

材の枠組みを確認

することができる。

②ポトムアッ

プ方式による

統合化

トップダウンに

より抽出された下

位目標や教材要素

は，指導する場面

を配慮しながら配

置し，関連付けを

行う。一般に先行

経験との関連づけ，

下位目標と下位の

内容の積み上げで

悶導内容の組立

ＢｏｔｔｏｍＵｐ

指

内谷の積み上けで 図２．３

進められる。この

ようにポトムアップ方式による教材構造は，指

導教材に生かされ，指導案の作成，学習教材の

作成，学習診断のためのテストなどに利用され

る。

３．基礎的・基本的内容の明確化

基礎や基本の辞書的な定義は先に述べた。基

礎・基本について県教育委員会発行の「基礎的・

基本的事項事例集」から，その意味のとらえか

たを引用する。数学では「基礎とは，学習を成
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立させるために必要な前提となる知識や技能で

ある。また，基本とは学習でぜひとも見つけさ

せなければならない原理や法則」と示している。

また，理科においては

①上位目標は上位ほど基本的で，下位目標

は下位程基礎的である。

この県の示した基礎的・基本的内容の指導に

関する考え方や図３．１の「目標一課題分析｣注２

を参考に基礎・基本についての関連を図式し

て階層化すると図３．２になる。

図３．２から，目標を達成するための基本と

は，目標行動１と２であり，基礎とは，それに

関連する下位目標の１－１から２－１までの各

要素といえよう。また，同様に下位目標の教材

要素の関係も図３．２のようにとらえると，基

礎的・基本的な関連を具体的に把握することが

できる。

このように他の教科においても教材内容を分

析し，階層構造化することで，基礎的・基本的

事項の関連を明確にすることができるものと思

う。

②各分野の目標と内

容は，目標が基本で，

内容は基礎である。

③内容は，大項目が

基本で，小項目は基

礎である。

④小項目は，各学習

事項はその小項目の

基礎である。

⑤下学年の学習内容

は，上学年の基礎で

ある。

ととらえている。

教材構造化を用いた基礎的・基本的内容の分

析例

技術家庭科

①領域「木材加工」

②単元「木材と生活」

図３．１

②単元「木材と生活」

③指導目標

「身近にある木製品の観察をと

おして木材と生活のかかわりにつ

いて知る｣注３

図３．３は，指導目標から目標

行動を設定し，それに関わる下位

目標の教材要素をトップダウンで

抽出し階層化したものである。

目標行動を達成するために必要

な下位目標の関連が線で結ばれて

いるので，基礎的・基本的事項の

関係を把握するのに役立つ。この

トップダウンで関係づけた教材要

素を指導過程に活用するためにし

たのが図３．４である。

授業のコースアウトラインに結

びつけるため，トップダウンで分

析した教材の要素を再検討してポ

トムアップで統合し，生徒が理解

しやすいようにならびかえる。そ図３．２
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木材と生活
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図３．４
図３．３

の中に教師が評価したい形成的評価や観点別評

価項目を明示する。

価や形成的評価を授業の流れに取り入れた例で

ある。

４．構造化と評価

学習指導要領では，「自ら学ぶ意欲と社会の

変化に主体的に対応できる能力の育成とともに

基礎的・基本的な内容を重視し，個性を生かす

教育を充実する」ことを基本的なねらいとして

いる。したがって生徒一人一人が自ら考え，判

断し，試み，表現するなどの能力を育てるには，

評価を工夫する必要がある。

教師の行う評価には，形式的評価，総括的評

価，観点別学習状況の評価などがある。

これらの評価に際しては，評価尺度を明確に

することや，授業の中でどのように位置づける

かを検討しなければならない。

評価を授業の中に位置づける場合でも，教材

内容が分析ざれ構造化することができれば、的

確な評価が可能となろう。図４．１は，教材要

素の基礎的・基本的関連を明確にし，観点別評

５．むすび

図３．２で示したように教材内容を分析・整

理し，関連する教材要素を階層化して配列する

ことにより，これまで暖味な表現で示されてい

た基礎的・基本的事項の関連を明確にすること

ができるものと思う。

また，この基礎的・基本的事項の関連を本報

告のようにとらえるならば，教科・領域に限ら

ず学校の教育活動全般に応用することができよ

う。

確かに曰々の授業において，授業の度に教材

要素を抽出し，それらの関連を整理し授業に臨

むことは労力を要するものである。しかし，こ

れまで実践してきた授業の流れを思い出し，頭

の中で関連付けていた教材要素を，一度頭の外

へ出し整理することで自分の授業を見つめ直す

ことができる。そのことにより，これまで気づ
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指導目標の階層レベルと指導順序を応用した指導案例 木材と生活
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図４．１

かなかつた指導上の重点や改善すべき点を見い

だすことにつながるものである。

社会の変化に伴い，学力のとらえ方も変わり

つつある。今，求められている「授業の工夫・

改善」「授業の創意工夫」などは，教師の意識

変革に待たねばならない。つまり現在は，常に

授業を振り返り，よりよい授業を目指す教師自

身の力量を高めるための自助努力が求められる

時代といえよう。

注３文部省「指導計画の作成と学習指導の工

夫」平成３年５月

佐藤隆博「教育情報工学入門」

コロナ社1989年

佐藤隆博「ISM構造学習法」

明治図書1987年

福地由美子「企画発想から提案まで」

光栄1993年

国吉晃「Inspirationの教材構造化への

応用」
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